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ている ようでした。 実際、 彼女 は 悲しい 思い をして い 

ました。 

私 はどうし てこう 涙 もろくな つ てし まった のか 

しら。 ちょっとし たこと にも 涙ぐんで しまう。 その 涙 

を 人に 見せまい とする 思いだ けで、 もう 涙が 出て くる _ 

こんなで はい けな いと 思う だけで も、 やはり 涙ぐ ん で 

しまう。 

い っぞ や、 兄さんが 板 チヨ コをニ 枚 持って来て、 そつ 

と 私に 下す つた。 私 はお 礼の 言葉 も 言えないで、 俯向 

いてし まった。 それから、 人の いないと ころで、 その 



ゆったり と 波動して いました。 なに か 嫌らしい 感じが 

ありました。 嫌らしく、 そして 空漠と して、 摑み どこ 

ろが ありませんでした。 

—— すべ て 空虚 だ。 空虚の 底に もぐれ もぐれ。 一 人 

でも ぐれ。 元彦は 俄に 明瞭な 意識に 返りました。 そし 

て 慎重に なりました。 三人の 者が 話に まぎれて こちら 

に 注意 を 向けて いない 隙間に、 元 彦は舟 縁から 身 をず 

らし、 足から 胴から やがて 頭まで するすると 水中に 浸 

して ゆきました …… 。 

岩 田元彦 がい なくなつ たこと を、 加 代 子が まず 気付 

きました。 中 村 佳吉も 重兵衛 爺さん も 立ち上りました _ 



んが、 三人 を かわるがわる 見比べる ようにして、 ひそ 

やかに 何 か 話して いました。 

それが、 元彦に は、 初めて 見出した 珍しい 情景と も 

感ぜられました。 母の 様子 もい つもと 違い、 八重 子の 

様子 も 平素に 似つ かず、 加 代 子の 様子 も 普通の ことで 

なく そして 婆さんが 大きな 地位 を 占めて いました。 

元彦は 〔# 「 元彦 は」 は 底本で は 「元 彦は匕 立ち 止つ 

たま ま 眼 を 見張りました。 そして 晴れ やかに にっこり 

しました。 けれど それと は 別に、 なに か 胸 迫る 思いが 

あって、 口 は 利け ませんで した。 

八重 子が 異様な 声を立てました。 その 声で、 彼女た 



底本： 「豊島 与 志 雄 著作 集 第 四 巻 (小説 w)」 未来 社 

1965 (昭和^) 年 6 月お 日 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「潮流」 

1946 (昭和 U) 年 4 月 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 .. 

校正 ： 門 田裕志 

2 0000 年 ー 月 M 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



